






付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 25年度 26年度
27年度
予定

計

円 円 円 円 円 円

4,118,100 3,717,000 2,827,386 2,728,000 13,390,486

交付金額 3,500,000 3,500,000 2,800,000 1,909,000 11,709,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　箱わなによるイノシシの捕獲実績が、平成27年1月～12月までで5,960頭と
なっており、農作物被害等の軽減が図られている。
　市民への周知については、箱わなに「特定防衛施設周辺整備調整交付金」で
導入した旨の表示を行うとともに、市のホームページへの掲載を行った。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設
（産業の振興に寄与する施設：イノシシ捕獲用箱わな）整備事業

佐世保市長

佐世保市

  佐世保市では、イノシシによる水稲の食害などの農作物被害及び街中への出
没による車両との衝突事故などの生活環境被害が問題となっており、平成２３年
度までに調整交付金以外の事業により箱わなを９３３基設置しているところであ
る。
　それにより、農作物被害額は平成２４年度は３，２７９万円、平成２５年度は２，３
５３万円と減少しているものの、依然として高い被害額となっている。また、生活
環境被害に関する市民からの相談も年間２００件程度となっている。
　このため、平成２３年度までに調整交付金以外の事業により整備した箱わなと
併せ、調整交付金で導入する箱わなを活用し、佐世保市におけるイノシシによ
る農作物被害及び生活環境被害の軽減を図る。平成２６年度整備後の年間の
箱わなによるイノシシ捕獲目標は、前年度の捕獲数を上回ることとする。

（参考指標）
過去のイノシシ捕獲実績
平成２４年度　５，１１３頭
平成２５年度　５，６２８頭

整備基数　３０８基（平成２４年度～平成２６年度）
整備基数　　８８基（平成２７年度予定）

平成２４年度から平成２７年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

25年度 26年度 計

円 円 円

43,178,654 26,844,187 70,022,841

交付金額 39,292,000 25,116,000 64,408,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応
事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無
注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

無

図書館空調設備改修工事　一式
　平成２５年度　図書館（２・４階）空調設備改修工事
　平成２６年度　図書館（１・３階）空調設備改修工事

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設整備事業
（教育文化施設：図書館改修）

佐世保市長

佐世保市立図書館
佐世保市宮地町３番４号

佐世保市立図書館空調設備について、経年劣化に伴う補修・修繕が毎年
発生し、その都度、修繕対応を行っている状況であったが、製造元にお
ける当該設備用の部品の生産はすでに停止しており、さらに使用停止し
ているものもあったことなどから、室温の設定が困難な状況となってい
た。
また、当時、図書館内の相対湿度が、「建築物環境衛生管理基準」に定
める基準値を超えている箇所が存在しているため、図書にかびが発生す
るなど適さない環境となっていた。
このため、空調設備を全面的に更新し、相対湿度を基準値内に収めるこ
とができる設備へ改修し、利用者に対し、快適な環境を継続して提供で
きるようにする。
（参考指標）
「建築物環境衛生管理基準」に定める基準
・温度の基準値（17～28℃）
・相対湿度の基準値（40～70％）

平成２５年度～平成２６年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　平成25年度から平成26年度の2ヵ年にわたり施工を行い、平成27年度か
ら全面的な利用開始となった。
　本事業により安定的な空調管理環境が整備されたことから、利用者の利
用環境の改善がなされ、暑寒に関する苦情がなくなった。
　また、湿度管理機能が向上したことにより、気温・湿度が上昇する夏場
にかけて、図書の管理環境についても改善がなされ、利用者に快適な環境
を提供することができている。
（図書館内の空気環境測定（2か月に1回）を行い、温度及び相対湿度が
「建築物環境衛生管理基準」に定める基準内にあることを継続して確認し
ている。）
　周知については、図書館内の施工した各部屋に、特定防衛施設周辺整備
調整交付金事業により整備した旨を表示し、周知を行った。

無





付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度 　　年度 　　年度 　　年度 　　年度 計

円 円 円 円 円 円

8,240,400 8,240,400

交付金額 6,716,000 6,716,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　改修後の電力使用量は、平成２７年４月～平成２８年２月を確認したところ、
約46％削減できていることを確認し、照明設備を更新したことにより安定的に使
用できるようになった。また、照明灯取替に係る交通規制もなく、交通量が多い
本路線の利用者の利便性向上が図れた。
　周知については、施工時に設置する工事看板に、特定防衛施設周辺設備調
整交付金事業である旨を記載して、トンネル利用者へ周知を図った。

　　無

　　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設
　（交通施設：新鹿子前トンネル照明灯）整備事業

　佐世保市長

　長崎県佐世保市赤崎町、鹿子前町

　本トンネルは、佐世保市市街地と相浦地区を結ぶ幹線道路である市道佐世
保相浦循環線の一部であり、昭和55年に建設された。トンネル建設時に設置さ
れた照明設備は耐用年数を経過しており、引き続き安定的に使用するため
に、当該設備の更新が必要となっている。
　トンネル照明を更新することで、道路利用者の安全を確保するとともに、省エ
ネルギー・長寿命のＬＥＤ照明器具に交換することで、電力使用量の削減と、
照明灯取替に係る交通規制の期間が縮減できることで、交通量が多い本路線
の利用者の利便性向上を図る。
　（参考指標）電力使用量の３５％削減（25年度実績35,488KWh)

　トンネル照明設置工事　ＬＥＤ灯　２４灯

　平成２６年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費


